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十
二
號
　
令
和
三
年
十
月

一
　
は
じ
め
に
・
研
究
の
所
在

　
『
弁
道
話
』
は
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
）
が
入
宋
参
学
よ
り
帰
朝
し
て
早
々
、
正
伝
の
仏
法
に
お
け
る
坐
禅
の
意
義
を
十
八
の
設

問
自
答
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
卍
山
道
白
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
五
）
の
編
輯
に
よ
る
八
十
九
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
拾
遺
と

し
て
収
録
さ
れ
、
後
に
九
十
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
第
一
に
編
集
さ
れ
た
。
以
降
、
こ
の
十
八
問
答
の
本
は
、
流
布
本
と
さ
れ
る
。
異
本
が
あ
り
、

岩
手
県
正
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
弁
道
話
』
は
、
第
四
問
と
第
五
問
の
間
に
問
答
が
あ
り
、
流
布
本
よ
り
一
問
答
多
い
十
九
問
答
か
ら
な
り
、

草
案
本
と
さ
れ
て
い
る
。
従
来
か
ら
後
者
「
草
案
本
」
が
先
ず
撰
述
さ
れ
、
そ
れ
が
再
治
さ
れ
て
前
者
「
流
布
本
」
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き

た
衛
藤
即
應
（
一
八
八
八
〜
一
九
五
八
）
氏
を
代
表
と
す
る
説
、す
な
わ
ち
後
者
よ
り
問
答
が
一
問
削
除
さ
れ
た
と
の
見
解
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
袴
谷
憲
昭
氏
は
、
論
文
「
道
元
の
『
人
天
眼
目
』
批
判
と
曹
洞
宗
」（『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
三
〇
号
、
二
〇
一
九
）
に
お
い
て
、
定

説
で
は
削
除
さ
れ
た
と
さ
れ
る
草
案
本
の
問
答
が
、
瑩
山
門
下
に
よ
る
加
筆
増
広
で
は
な
い
か
と
提
言
を
し
て
、
衛
藤
氏
の
見
解
は
反
転
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
本
論
は
、
袴
谷
氏
の
指
摘
す
る
箇
所
が
、
加
筆
増
広
さ
れ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
道
元
禅
師
の
著
作
に
見
ら
れ
る

文
言
に
よ
り
な
が
ら
考
察
す
る
。

二
　
先
行
研
究
に
つ
い
て

　

衛
藤
氏
は
、『
正
法
眼
蔵
序
説
』
を
著
し
て
草
案
本
に
は
、
第
四
問
と
第
五
問
の
間
に
、
流
布
本
に
な
い
問
答
が
存
在
す
る
と
提
言
し
て
、
こ
の

一
問
答
は
立
教
開
示
の
根
本
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
教
主
論
の
問
答
で
あ
り
、
前
後
と
し
て
の
一
文
で
あ
る
か
ら
、
草
案
本
に
あ
る
問
答
は
、

『
弁
道
話
』
の
成
立
　
─
草
案
本
と
流
布
本
の
反
転
の
問
題
に
つ
い
て
─

�

菅
　
　
野
　
　
優
　
　
子
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流
布
本
で
削
除
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
角
田
泰
隆
氏
は
、「
教
界
に
遠
慮
し
て
、
再
治
の
時
に
思
い
切
っ
て
削
除
さ
れ
た
も
の
と
す
る
の

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
答
が
十
九
問
答
の
中
で
た
だ
一
つ
坐
禅
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
点
は
注
目
す

る
必
要
が
あ
る
。」（『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
』
三
一
号
、七
五
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
袴
谷
氏
は
、衛
藤
氏
の
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

衛
藤
即
応
博
士
に
よ
っ
て
従
来
の
「
流
布
本
」
と
は
別
に
、「
草
案
本
」
と
呼
ば
れ
、
か
つ
そ
の
両
本
に
つ
き
「
草
案
本
」
の
数
箇
所
が
削
除
さ
れ
て
現
行
の
「
流

布
本
」
が
成
立
し
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
が
今
回
の
点
検
に
よ
っ
て
私
に
は
、
博
士
の
見
解
は
反
転
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

	
	

（『
年
報
』
一
二
二
頁
）

　

と
「
草
案
本
」
か
ら
、
衛
藤
氏
の
提
示
す
る
一
問
答
を
含
む
十
三
箇
所
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ま
で
の
考
え
に
対
す
る
反
論
を
提
示
し
て
い
る
。
三
箇

所
は
、
提
示
の
み
で
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
十
箇
所
の
見
解
を
検
証
し
考
察
す
る
。

三
　
加
筆
増
広
の
指
摘
箇
所
の
検
証

　

袴
谷
氏
の
指
摘
す
る
加
筆
増
広
と
さ
れ
る
箇
所
の
抜
粋
文
と
見
解
を
挙
げ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
私
見
を
述
べ
る
。
抜
粋
文
末
尾
の
括
弧
内
は
、
草

案
本
（『
春
秋
社
本
』
二
、五
三
六
頁
）・
そ
れ
に
対
応
す
る
衛
藤
氏
本
刻
（『
序
説
』
五
三
六
頁
）・
玄
透
開
版
本
（『
春
秋
社
本
』
二
、四
六
〇
頁
）

の
抜
粋
文
の
頁
と
行
を
順
番
で
記
載
し
た
。
矢
印
以
降
に
、
袴
谷
氏
の
指
摘
す
る
加
筆
箇
所
（『
年
報
』、
一
二
六
─
一
三
七
頁
）
を
示
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

【
抜
粋
文
一
】

道
元
、
発
心
求
法
よ
り
こ
の
か
た
、
わ
が
朝
の
遍
方
に
知
識
を
と
ぶ
ら
ひ
き
。
因
み
に
建
仁
の
全
公
に
ま
み
え
て
、
九
廻
霜
華
す
み
や
か
に
せ
し
程
に
、
聊
か
臨

済
の
宗
風
を
聞
き
始
て
沙
を
算
る
が
如
く
、
実
に
あ
ら
ざ
る
旨
を
知
る
。
全
公
は
、
祖
師
西
和
尚
の
上
足
と
し
て
、
独
り
無
上
の
仏
法
を
正
伝
せ
り
。
印
可
、
但

だ
此
の
室
に
あ
り
。
函
丈
に
独
歩
せ
る
、
敢
て
余
輩
の
及
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
予
、
重
て
大
宋
国
に
趣
て
、
知
識
を
両
浙
に
訪
ひ
、
家
風
を
五
門
に
聴
く
。
終
に

大
白
峰
の
淨
和
尚
に
参
じ
て
、
一
生
の
大
事
、
此
こ
に
終
ぬ
。	

（
五
三
七
頁
、
一
─
六
行
・『
序
説
』
三
二
六
頁
、
七
─
一
〇
行
→
四
六
一
頁
、
一
─
六
行
）

〔
袴
谷
氏
の
見
解
〕
文
中
の
前
半
の
傍
線
部
分
は
、
臨
済
宗
の
明
全
以
外
は
「
実
に
あ
ら
ざ
る
」
こ
と
を
仄
め
か
し
、
後
半
の
そ
れ
は
、
明
全
だ
け
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が
「
室
内
伝
法
」
と
い
う
秘
事
を
受
け
た
か
の
ご
と
き
書
き
振
り
を
し
て
い
る
。
し
か
も
、
従
来
は
余
り
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
文

冒
頭
の
「
道
元
」
は
、
こ
こ
の
「
流
布
本
」
で
も
両
本
の
他
の
箇
所
で
も
、
一
人
称
の
「
予
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
全
く
異
な
っ
た

用
法
を
示
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
か
く
変
更
し
た
人
が
上
記
両
傍
線
部
分
を
も
加
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

〔
私
見
〕
袴
谷
氏
の
臨
済
宗
の
明
全
（
一
一
八
四
〜
一
二
二
五
）
以
外
は
「
実
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
」
云
々
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、

傍
線
部
「
始
て
沙
を
算
る
が
如
く
、
実
に
あ
ら
ざ
る
旨
を
知
る
」
の
前
文
が
、「
聊
か
臨
済
の
宗
風
を
聞
き
」
で
あ
る
の
で
、
現
代
語
訳
は
、「
は
じ

め
て
臨
済
の
教
え
を
学
ん
で
、〈
こ
れ
ま
で
の
修
学
が
〉
砂
を
か
ぞ
え
る
よ
う
で
、
真
実
の
仏
法
で
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
」
の
意
で
あ
る
。
そ
の

意
味
を
考
慮
す
れ
ば
、
明
全
以
外
は
「
実
に
あ
ら
ざ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
修
学
が
「
実
に
あ
ら
ざ
る
」
と
言
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

次
に
、
一
人
称
の
「
予
」
の
語
が
全
く
異
な
っ
た
用
法
を
示
し
て
い
る
と
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
龍
門
寺
所
蔵
本
「
嗣
書
」
巻
に
、
一
人
称
と
し

て
、「
予
道
元
」
の
語
が
あ
る
の
で
、
次
の
「
嗣
書
」
巻
文
中
の
「
予
」
語
の
校
異
と
書
写
年
次
を
『
蒐
書
大
成
』
か
ら
挙
げ
て
考
察
す
る
。

予
、
こ
れ
を
見
し
に
、
か
な
ら
ず
正
嫡
の
、
正
嫡
に
嗣
法
に
あ
り
け
る
こ
と
を
決
定
す
。（『
春
秋
社
本
』
二
、五
六
一
頁
）

・
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
真
筆
草
案
本
・
香
積
寺
所
蔵
…
「
予
」

・
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
真
筆
本
・
京
都
市
里
見
忠
三
郎
氏
所
蔵
…
「
道
元
」

　
〈
元
徳
四
年
（
一
三
三
二
）「
草
案
本
」
が
永
光
寺
に
て
旨
国
に
よ
り
書
写
さ
れ
る
。〉

・
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
乾
坤
院
所
蔵
（
七
十
五
巻
本
）
…
「
道
元
」

・
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
龍
門
寺
所
蔵
（
七
十
五
巻
本
）
…
「
予
道
元
」

・	

応
永
二
六
年
（
一
四
一
九
）
徳
雲
寺
本
・
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
宝
慶
寺
所
蔵
本
・
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
耕
雲
寺
本
・
文
政
年
間
（
一
八
一
八

〜
一
八
三
一
）
指
月
寺
本
・
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
長
円
寺
所
蔵
本
・
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
円
応
寺
本
・
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
大

乗
寺
本
…
「
道
元
」

　
〈
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）「
流
布
本
」
が
、
卍
山
道
白
に
よ
り
大
乗
寺
本
で
初
め
て
『
正
法
眼
蔵
』
中
に
収
録
さ
れ
る
。〉

・
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
泰
心
院
所
蔵
…
「
予
」。「
予
」
の
右
、「
異
に
は
道
元
と
あ
れ
ど
も
室
中
本
に
準
ず
」
ア
リ
。
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・
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
寛
巌
書
写
本
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
…
「
予
」

・
龍
定
玉
潭
謄
写
本
・
長
見
寺
本
・
面
山
本
・
永
福
庵
所
蔵
・
永
昌
院
所
蔵
…
「
道
元
」

　
「
嗣
書
」
巻
に
お
い
て
、
龍
門
寺
所
蔵
（
七
十
五
巻
本
）
に
は
、
一
人
称
と
し
て
、「
予
道
元
」
の
語
が
あ
る
。「
草
案
本
」
が
、
永
光
寺
に
お
い

て
書
写
さ
れ
た
以
降
の
「
嗣
書
」
巻
を
見
る
と
、「
予
道
元
」
の
語
は
「
道
元
」
の
語
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。「
予
」、「
道
元
」
の
語
が
混
在
す
る

の
は
、草
案
本
『
弁
道
話
』
と
龍
門
寺
所
蔵
「
嗣
書
」
巻
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
嗣
書
」
巻
を
比
較
の
対
照
に
し
た
が
、指
摘
箇
所
の
草
案
本
『
弁

道
話
』
文
中
の
「
道
元
、
発
心
求
法
よ
り
こ
の
か
た
」
云
々
の
「
道
元
」
の
語
も
「
嗣
書
」
巻
と
同
じ
よ
う
に
「
予
」
の
語
に
変
遷
し
て
き
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

【
抜
粋
文
二
】

其
の
二
派
の
流
通
す
る
に
、
好
く
五
門
開
け
た
り
。
所
謂
、
法
眼
宗
・
潙
仰
宗
・
雲
門
宗
・
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
也
。
見
在
大
宋
に
は
、
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
の
み
天

下
普
し
。
五
家
異
れ
ど
も
、
唯
だ
一
仏
心
印
也
。
大
宋
国
も
、
後
漢
よ
り
以
来
、
教
法
流
伝
し
て
一
天
に
し
け
り
と
雖
も
、
雌
雄
未
だ
定
め
ざ
り
き
。
祖
師
西
来

の
後
、
直
に
葛
藤
の
根
源
を
截
断
し
て
、
純
一
の
仏
法
お
こ
な
は
る
。
華
夷
、
其
の
慶
を
蒙
れ
り
、
我
国
に
も
、
又
し
か
あ
ら
ん
事
を
喜
ば
ざ
ら
ん
や
。

	

（
五
三
八
頁
、
二
─
七
行
・『
序
説
』
三
二
七
頁
、
七
─
一
〇
行
→
四
六
二
頁
、
五
─
一
〇
行
）

〔
袴
谷
氏
の
見
解
〕
道
元
入
宋
当
時
の
禅
宗
教
団
で
「
の
み
」
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
は
「
臨
済
宗
」
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
曹
洞
宗
」

を
も
並
べ
た
の
は
、
や
は
り
か
く
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
た
「
曹
洞
宗
」
の
瑩
山
門
下
の
だ
れ
か
で
あ
る
。

〔
私
見
〕
道
元
禅
師
が
入
宋
し
た
当
時
、
天
童
如
浄
（
一
一
六
二
〜
一
二
二
七
）
は
、
臨
済
宗
に
参
じ
て
い
た
が
、
曹
洞
宗
に
転
じ
て
、
五
山
十
刹

制
度
の
住
持
に
任
命
さ
れ
嘉
定
三
年
（
一
二
一
〇
）
に
清
凉
寺
に
出
住
し
、以
後
六
ヵ
寺
に
晋
住
し
て
い
る
。『
扶
桑
五
山
記
一
』（『
扶
桑
五
山
記
』、

二
三
頁
）
に
は
、
五
山
に
住
持
し
た
曹
洞
派
の
禅
師
達
の
名
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、「
臨
済
宗
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」

と
の
見
解
に
疑
義
を
呈
し
た
。

　

道
元
禅
師
は
、「
臨
済
宗
曹
洞
宗
」
の
語
の
後
に
「
五
家
異
れ
ど
も
、
唯
だ
一
仏
心
印
也
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
の
教
え
が

混
在
す
る
な
か
で
の
大
道
を
実
践
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
更
に
六
祖
慧
能
か
ら
伝
わ
る
灯
史
の
中
で
分
か
れ
て
き
た
五
家
七
宗
で
あ
っ
て
、
臨

済
宗
、
曹
洞
宗
の
区
別
は
な
く
、
出
会
っ
た
如
浄
の
も
と
で
、
修
行
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
道
元
禅
師
は
、
そ
の
様
子
を
裏
付
け
る
か
の
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よ
う
に
、「
遍
参
」
巻
に
、
如
浄
禅
師
の
上
堂
を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

上
堂
云
、
大
道
無
門
、
諸
方
の
頂
寧
頁
上
に
跳
出
す
。
虚
空
絶
路
、
清
凉
の
鼻
孔
裏
に
入
り
来
る
、
恁
麼
の
相
見
、
瞿
曇
種
の
賊
、
臨
済
の
禍
胎
な
り
。
咦
、
大

家
顛
倒
し
て
春
風
に
舞
い
、
杏
花
を
驚
落
し
て
乱
紅
を
飛
す
。		

（『
春
秋
社
本
』
二
、五
九
六
頁
）

　

長
老
が
如
淨
禅
師
に
説
法
請
う
た
時
、「
虚
空
も
路
は
絶
無
で
、
私
の
鼻
の
中
へ
入
っ
て
く
る
こ
の
よ
う
な
相
見
は
、
釈
尊
や
臨
済
の
禍
い
の
お

蔭
で
あ
る
」
と
説
く
。
こ
の
上
堂
か
ら
、「
臨
済
宗
曹
洞
宗
の
み
天
下
普
し
」
の
語
は
、
禅
林
で
諸
方
の
教
え
を
参
学
し
あ
い
、
春
の
風
の
よ
う
に

舞
乱
れ
「
臨
済
宗
曹
洞
宗
」
の
教
え
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
様
子
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
一
言
と
し
て
見
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
道
元
禅
師
の
引
用
を
考
え
る
と
、
曹
洞
宗
の
位
置
を
高
め
る
た
め
に
加
筆
増
広
し
た
の
で
は
な
く
、
両
宗
を
区
別
し
な
い
た
め
に
も
「
曹
洞

宗
」
の
語
は
必
要
で
あ
っ
た
。

【
抜
粋
文
三
】

此
時
、
十
方
法
界
の
土
地
・
草
木
・
墻
壁
・
瓦
礫
、
皆
な
仏
事
を
行
ず
る
を
以
て
、
其
の
起
す
所
の
風
水
の
利
益
に
預
る
輩
ら
、
甚
妙
不
可
思
議
の
仏
化
を
受
用

す
る
故
に
、
深
き
迷
を
掃
蕩
し
、
近
き
悟
を
獲
得
し
て
、
小
節
に
不
拘
。
此
の
水
火
を
受
用
す
る
類
、
皆
本
証
の
仏
化
を
周
旋
す
る
故
に
、
彼
等
と
共
に
住
し
同

語
す
る
者
、
尽
く
相
互
に
無
窮
の
仏
徳
具
て
、
展
転
広
作
し
て
、
無
尽
、
無
間
断
、
不
可
思
議
、
不
可
商
量
の
仏
法
を
、
遍
法
界
の
内
外
に
流
通
す
る
者
な
り
。

雖
然
、
此
の
各
各
の
当
人
の
知
覚
、
昆
雑
せ
ず
、
汚
染
せ
ら
れ
ぬ
事
は
、
静
中
の
無
造
作
に
し
て
、
直
証
な
る
を
以
て
な
り
。

	

（
五
三
九
頁
、
六
─
一
二
行
・『
序
説
』
三
二
八
頁
、
二
─
六
行
→
四
六
三
頁
、
九
─
一
六
行
）

〔
袴
谷
氏
の
見
解
〕
傍
線
部
分
の
一
句
も
、
ま
る
で
「
自
性
清
浄
心
」
か
ら
迷
を
払
っ
て
悟
を
得
る
「
大
悟
」
を
道
元
以
上
に
強
調
し
た
瑩
山
門
下

の
だ
れ
か
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
私
見
〕「
迷
を
掃
蕩
し
、
近
き
悟
を
獲
得
し
て
、
小
節
に
不
拘
。」
の
「
迷
」
の
意
義
は
、
先
の
抜
粋
文
の
本
文
に
続
く
次
の
説
示
か
ら
解
釈
で
き

る
と
考
え
る
。

然
る
に
、
弘
通
の
心
を
放
下
せ
む
激
揚
の
時
を
待
つ
故
に
、
暫
く
雲
遊
萍
寄
な
り
、
先
哲
の
風
を
聴
え
ん
と
す
。
何
ぞ
只
し
自
ら
名
利
に
不
拘
、
道
念
を
先
き
と

せ
ん
真
実
の
参
学
有
ん
か
、
徒
づ
ら
に
邪
師
に
纒
わ
さ
れ
て
、
妄
り
に
正
解
を
お
ほ
ひ
、
虚
く
自
狂
に
酔
て
、
久
し
く
迷
郷
に
沈
ま
ん
。
何
に
よ
り
て
か
般
若
の

妙
種
を
長
じ
、
得
道
の
正
縁
を
得
ん
。
貧
道
は
今
、
雲
遊
萍
寄
を
事
と
す
れ
ば
、
何
れ
の
山
川
を
か
と
ぶ
ら
は
ん
。
是
を
憐
む
故
に
、
ま
の
あ
た
り
大
宋
国
に
し



『
弁
道
話
』
の
成
立
（
菅
野
）

二
一
六

二
一
六
頁

［
四
校
］　
駒
澤
大
學
　
佛
教
學
部
論
集
　
第
52
號

て
禅
林
の
風
規
を
見
聞
し
、
知
識
の
玄
旨
を
稟
持
せ
し
を
記
し
て
、
参
学
閑
道
の
人
に
残
し
、
仏
家
の
正
法
を
知
ら
し
め
ん
と
す
。
是
、
真
訣
な
ら
ん
。

	

（『
春
秋
社
本
』
二
、五
三
七
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
真
実
の
参
学
が
正
師
に
出
会
え
ず
に
、
そ
の
道
に
迷
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
道
元
禅
師
は
迷
っ
て
い
る
修
行
者
の
た
め
に
仏
家

の
正
法
を
伝
え
た
い
と
願
い
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
、「
大
悟
」
を
強
調
し
た
も
の
で
な
い
と
考
え
る
。
袴
谷
氏
が
提
示
す
る
「
草
案
本
」
の
「
深

き
迷
を
掃
蕩
し
、近
き
悟
を
獲
得
し
て
、小
節
に
不
拘
〈
深
い
迷
い
を
取
り
の
ぞ
き
、近
き
悟
り
を
獲
得
し
て
、わ
ず
か
な
節
義
に
か
か
わ
ら
な
い
〉。」

の
部
分
は
、「
流
布
本
」
で
は
、「
冥
資
せ
ら
れ
て
、
ち
か
き
さ
と
り
を
あ
ら
わ
す
〈
仏
に
助
け
ら
れ
て
、
親
し
く
悟
り
を
あ
ら
わ
す
〉。」
と
あ
り
、

同
様
な
意
の
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
加
筆
し
た
の
で
は
な
く
、
再
治
の
と
き
に
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

【
抜
粋
文
四
・
五
】

四　

亦
、
読
経
・
念
仏
等
の
、
勤
め
て
う
る
所
の
功
徳
を
、
汝
、
計
り
知
る
や
。
只
是
れ
舌
を
動
し
、
音
を
あ
ぐ
れ
ば
、
仏
事
功
徳
と
思
へ
る
、
い
と
は
か
な
し
。
読
経
・

念
仏
を
勧
む
る
事
は
、
是
に
よ
り
て
、
下
根
劣
智
の
輩
ら
を
し
て
、
無
作
三
昧
を
心
地
に
発
得
せ
し
め
ん
が
為
な
り
。
徒
に
春
の
蝦
の
ご
と
く
、
無
暇
声
を
あ
げ
て

も
、
終
に
無
益
と
に
は
あ
ら
ず
。
此
れ
等
の
人
は
、
仏
法
に
は
う
た
た
遠
く
、
弥
よ
遥
な
り
。
仏
智
を
得
る
こ
と
、
必
し
も
有
心
・
無
心
の
ち
か
ら
に
あ
ら
ぬ
な
り
。

	
（
五
四
一
頁
、
一
一
ー
一
六
行
・『
序
説
』
三
二
九
頁
、
八
─
一
一
行
→
四
六
六
頁
、
四
─
一
五
行
）

五　

仏
教
に
、
縦
へ
妙
旨
有
り
と
も
、
執
見
の
眼
に
は
、
顕
れ
難
し
。
必
ず
宗
師
に
玄
旨
を
稟
て
修
行
し
、
開
悟
す
る
な
り
。
漢
土
に
も
、
昔
、
師
に
よ
ら
ず
、
自
解

す
る
者
、
ま
ま
に
有
り
き
。
皆
な
邪
見
に
堕
き
。
然
れ
ど
も
、
彼
国
に
は
明
師
宗
匠
あ
れ
ば
、
邪
見
を
救
ふ
方
便
を
め
ぐ
ら
す
。
我
国
に
は
無
し
、
い
か
が
せ
ん
。

三
四
百
歳
の
前
後
に
、
仏
教
、
わ
が
国
に
伝
は
れ
り
と
云
へ
ど
も
、
明
眼
宗
師
な
し
、
明
文
の
学
者
、
尚
ほ
稀
な
り
。
縦
へ
薬
な
れ
ど
も
、
服
す
る
方
に
く
ら
け
れ

ば
、
曾
毒
を
な
す
事
深
し
。
仏
教
の
甘
露
、
汝
服
せ
ば
、
毒
と
成
る
べ
し
。	

（
五
四
二
頁
、
四
─
一
〇
行
・『
序
説
』
三
二
九
頁
、
一
四
─
一
八
行
→
ナ
シ
）

〔
袴
谷
氏
の
見
解
〕「
流
布
本
」
が
読
経
や
念
仏
を
無
益
な
も
の
と
し
て
あ
っ
さ
り
避
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
草
案
本
」
で
は
【
抜
粋
文
四
】
の

傍
線
部
分
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
下
根
劣
智
」
に
は
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
無
益
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
、【
抜
粋
文
五
】
の
傍
線
部
分

が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
坐
禅
に
は
「
明
眼
宗
師
」
の
必
要
で
あ
る
こ
と
が
道
元
以
上
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
瑩
山
以
降

の
北
陸
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
浸
透
振
り
や
門
下
の
師
資
相
承
問
題
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
道
元
自
身
よ
り
も
瑩
山
門
下
に
差
し
迫
っ
た
問
題
が

な
さ
し
め
た
記
述
で
あ
る
。
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〔
私
見
〕
衛
藤
氏
は
、
道
元
禅
師
の
浄
土
門
の
批
判
に
つ
い
て
「
こ
の
本
文
で
は
、
一
般
仏
事
と
し
て
行
わ
れ
た
読
経
と
と
も
に
、
称
名
念
仏
を
非

難
し
た
に
過
ぎ
な
い
」（『
序
説
』
一
七
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
学
道
用
心
集
』「
参
禅
学
道
に
は
正
師
を
求
む
べ
き
事
」
の
一
節
に
は

当
時
隆
盛
を
極
め
た
念
仏
易
行
の
法
門
を
批
判
す
る
文
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

人
を
し
て
心
外
の
正
覚
を
求
め
し
め
、
あ
る
い
は
人
を
し
て
他
土
の
往
生
を
願
わ
し
む
。
惑
乱
こ
こ
に
起
り
、
邪
念
こ
れ
を
職
と
す
。
縦
ひ
良
薬
を
与
う
と
い
え

ど
も
銷
方
を
教
え
ざ
れ
ば
、
病
と
作
る
こ
と
、
毒
を
服
す
る
よ
り
も
甚
だ
し
。
我
が
朝
、
古
従
よ
り
良
薬
を
与
う
る
の
人
な
き
が
如
く
、
薬
毒
を
銷
す
る
師
未
だ

在
ら
ず
。	

（『
春
秋
社
本
』
五
、二
五
頁
）

　

こ
の
『
学
道
用
心
集
』
の
内
容
は
、
衛
藤
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
【
抜
粋
文
五
】
の
「
草
案
本
」
の
本
文
と
一
致
す
る
内
容
で
あ
る
。
道
元
禅
師

自
身
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
と
し
て
も
問
題
は
な
い
。

【
抜
粋
文
六
】

示
曰
、
知
べ
し
、
仏
家
に
は
、
教
の
殊
・
劣
を
対
論
す
る
事
無
く
、
法
の
浅
・
深
を
不
択
。
皆
是
れ
小
児
の
略
を
止
し
楊
葉
な
る
故
に
、
只
修
行
の
真
偽
を
咨
問

す
べ
き
な
り
。
若
修
行
の
真
道
を
通
ず
る
が
如
き
は
、
草
花
・
山
水
に
ひ
か
れ
て
仏
道
に
流
入
す
る
あ
り
き
、
土
石
沙
礫
を
握
り
て
仏
印
を
稟
持
す
る
事
あ
り
。

況
広
大
の
文
字
は
、
万
象
に
余
り
て
猶
ほ
豊
か
な
り
。
転
大
法
輪
、
亦
一
塵
に
収
ま
れ
り
と
云
へ
ど
も
、
各
各
晦
跡
出
路
有
れ
ば
、
無
為
の
道
に
自
在
な
り
。
然

れ
ば
、
即
心
即
仏
の
こ
と
は
、
猶
是
水
中
の
月
な
り
、
取
ら
ん
と
わ
づ
ら
ひ
し
は
痴
猿
也
。
即
座
成
道
の
旨
、
更
に
亦
鏡
の
裏
の
像
也
、
と
も
な
は
ん
と
お
も
へ

る
は
、
狂
児
な
り
。
此
の
魚
の
目
を
握
て
玉
と
思
事
な
か
れ
。
荊
璞
夜
行
、
其
の
中
に
あ
ら
じ
、
舌
の
響
に
か
か
は
る
べ
か
ら
ず
。
今
、
仏
祖
単
伝
の
妙
道
を
示

す
こ
と
は
、
真
実
の
道
人
と
成
し
め
ん
と
思
ふ
な
り
。	
（
五
四
三
頁
、
一
─
九
行
・『
序
説
』
三
三
〇
頁
、
四
─
一
一
行
→
四
六
七
頁
、
九
─
一
六
行
）

〔
袴
谷
氏
の
見
解
〕
第
四
問
答
の
答
の
部
分
の
最
初
の
記
述
に
当
た
る
が
、
そ
の
中
の
第
一
の
傍
線
部
分
以
下
の
「
若
修
行
の
真
道
を
通
ず
る
が
如

き
は
」
に
つ
き
、
衛
藤
博
士
は
、「
現
行
本
に
は
削
除
せ
ら
れ
て
い
る
こ
の
一
句
」
が
「
前
後
の
文
を
連
結
す
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
「
始
め
て
全
体

の
文
脈
が
判
然
と
し
て
く
る
」
の
で
、「
こ
の
一
句
を
、
補
つ
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
、
第
二
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
は
、「
晦
迹
出
路
云
々

と
は
、
前
に
で
た
言
葉
で
言
え
ば
〈
証
上
に
万
法
を
あ
ら
し
め
、
出
路
に
一
如
を
行
ず
る
〉
の
意
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
だ
け
で

は
な
く
、
第
三
と
第
四
の
傍
線
部
分
も
、
文
意
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
瑩
山
門
下
の
も
の
が
補
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
に
は
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
代
り
、
補
い
に
よ
っ
て
文
章
も
月
並
み
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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〔
私
見
〕
衛
藤
氏
は
、【
抜
粋
文
六
】
文
中
の
第
一
傍
線
部
分
以
下
「
若
修
行
の
真
道
を
通
ず
る
が
如
き
は
」
の
語
に
つ
い
て
、
こ
の
一
句
を
補
う
こ

と
に
よ
り
、解
釈
し
や
す
く
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
衛
藤
氏
の
見
解
に
同
じ
く
、比
喩
を
補
な
い
理
解
し
や
す
く
し
た
と
考
え
る
。「
猿
猴
捉
月
」（『
大

正
大
蔵
経
』
二
二
、二
八
四
上
）
の
故
事
は
、
猿
が
水
に
映
っ
た
月
を
取
ろ
う
と
し
て
、
枝
が
折
れ
お
ぼ
れ
死
ん
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
国
東

晋
の
法
顯
（
三
四
〇
〜
四
二
〇
？
）
が
、佛
駄
跋
陀
羅
（
三
五
九
〜
四
二
九
）
と
共
に
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
身
の
程
知
ら
ず
の
望
み
を
持
っ
て
、

か
え
っ
て
失
敗
す
る
こ
と
の
た
と
え
で
あ
る
。「
草
案
本
」
の
部
分
の
意
と
し
て
相
応
と
思
わ
れ
る
。
道
元
禅
師
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』
の
引
用
は
、「
供

養
諸
仏
」・「
洗
浄
」
巻
と
『
永
平
広
録
』
五
に
見
ら
れ
る
。「
供
養
諸
仏
」
巻
に
「
仏
法
は
有
部
す
ぐ
れ
た
り
、
そ
の
な
か
に
僧
祇
律
も
と
も
根
本

な
り
、
僧
祇
律
は
、
法
顕
は
じ
め
て
荊
棘
を
ひ
ら
き
て
、
西
天
に
い
た
り
、
霊
山
に
の
ぼ
れ
り
し
つ
い
で
に
、
将
来
す
る
と
こ
ろ
な
り
。」（『
春
秋

社
本
』
二
、三
六
七
頁
）
と
あ
り
、
僧
祇
律
は
、
最
も
根
本
で
あ
る
と
優
れ
て
い
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
。『
摩
訶
僧
祇
律
』
の
「
猿
猴
捉
月
」
の

比
喩
を
引
用
し
、
一
連
の
「
猶
是
水
中
の
月
な
り
、
取
ら
ん
と
わ
づ
ら
ひ
し
は
痴
猿
也
」
の
語
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
後
半
部
の
「
取
ら
ん
と
わ
づ

ら
ひ
し
は
痴
猿
也
」
の
語
を
削
除
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【
抜
粋
文
七
】

問
日
、
法
華
・
真
言
・
華
厳
教
等
は
、
其
の
教
主
勝
れ
た
り
、
樹
下
の
応
身
に
あ
ら
ず
、
説
く
所
の
法
も
亦
す
ぐ
れ
た
り
。
今
云
所
は
、
釈
尊
・
迦
葉
に
対
せ
り
。

是
応
身
の
仏
け
、
声
聞
に
蒙
ら
し
む
る
処
、
先
き
の
大
乗
教
の
宗
に
及
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
、
如
何
。
示
曰
、
一
翳
眼
に
有
れ
ば
空
花
乱
れ
墜
つ
、
委
く
顧
る
べ
し
。

況
汝
が
云
処
の
顕
密
の
大
乗
教
に
、
釈
迦
の
外
に
教
主
あ
り
と
知
れ
る
、
己
れ
が
教
主
を
も
未
だ
知
ら
ざ
る
な
り
。
此
外
に
見
ば
、
捨
父
逃
逝
の
初
め
な
る
べ
し
。

迦
葉
は
偏
に
声
聞
と
思
へ
る
、
村
人
愚
な
る
が
、
王
宮
の
臣
位
の
列
排
を
定
ん
が
如
し
。
仏
法
の
大
道
を
錯
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
教
家
の
旨
に
も
暗
し
。
汝
は
外

道
か
天
魔
か
。
暫
く
帰
て
己
が
宗
師
に
語
れ
、
再
び
来
ら
ば
汝
が
為
に
説
ん
、
我
れ
法
を
惜
む
べ
か
ら
ず
。

	

（
五
四
四
頁
、
六
─
一
三
行
・『
序
説
』
三
三
一
頁
、
一
─
六
行
→
ナ
シ
）

〔
袴
谷
氏
の
見
解
〕
衛
藤
博
士
に
よ
っ
て
、「
こ
の
一
問
答
は
現
行
本
に
は
全
文
が
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
正
法
寺
本
に
よ
っ
て
こ
れ
を
本
文
と
し
て

増
補
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
増
補
を
認
め
れ
ば
『
弁
道
話
』
の
所
謂
「
十
八
問
答
」
は
「
十
九
問
答
」
と
な
る

も
の
の
、
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
以
下
の
本
稿
で
も
、
こ
れ
を
加
え
な
い
、
従
来
通
り
の
「
流
布
本
」
で
あ
る
「
現
行
本
」
に
従
っ
た
所
謂

「
十
八
問
答
」
の
数
え
方
を
踏
襲
す
る
。
と
い
う
の
も
、
道
元
に
は
、
確
か
に
仏
法
正
伝
の
要
と
し
て
の
釈
尊
を
尊
重
す
る
こ
と
に
か
け
て
は
異
常
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な
面
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、「
曹
洞
宗
」
の
宗
門
と
し
て
の
本
尊
を
論
定
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
道
元
に
本
尊
論

の
な
い
こ
と
に
苦
慮
さ
れ
て
い
た
衛
藤
博
士
は
、
こ
の
問
答
を
発
見
し
て
無
上
の
法
悦
に
浸
っ
た
と
仰
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
種
の
「
苦
慮
」
が

「
曹
洞
宗
」
の
瑩
山
門
下
を
し
て
本
尊
論
の
加
筆
増
広
に
向
か
わ
し
め
た
の
だ
と
私
に
は
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

〔
私
見
〕
こ
の
問
答
の
先
行
研
究
に
お
い
て
衛
藤
氏
は
、「
教
主
本
尊
論
を
提
起
し
た
の
が
、
こ
の
一
問
答
で
あ
る
か
ら
、
質
疑
応
答
の
順
序
と
し
て
、

当
然
か
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
削
除
理
由
を
述
べ
、
角
田
氏
は
、
こ
の
問
答
が
十
九
問
答
の
中
で
た
だ
一
つ
、
坐
禅
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
も
の

で
あ
る
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
袴
谷
氏
の
い
う
本
尊
論
の
苦
慮
が
加
筆
に
向
か
わ
し
め
た
と
の
見
解
は
先
述
し
た
。

次
に
こ
の
問
答
を
「
教
主
本
尊
論
の
提
起
」
と
す
る
立
場
か
ら
考
察
す
る
。

　

前
文
の
第
四
問
答
の
問
い
に
は
、「
今
い
う
と
こ
ろ
の
修
行
、
な
に
の
す
ぐ
れ
た
る
こ
と
あ
れ
ば
、
か
れ
ら
を
さ
し
お
き
て
、
ひ
と
へ
に
こ
れ
を

す
す
む
る
や
〈
今
こ
こ
に
言
う
と
こ
ろ
の
坐
禅
修
行
は
、
何
の
す
ぐ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
さ
し
お
い
て
、
ひ
た
す
ら
こ
れ
を
す
す
め
る

の
か
〉」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
削
除
文
「
草
案
本
」
第
五
問
答
の
問
い
に
は
、「
先
の
大
乗
経
の
宗
に
及
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
、
如
何
〈
前
に
い
っ
た
法

華
・
真
言
・
華
厳
教
の
大
乗
の
諸
教
の
宗
旨
に
は
、
お
よ
び
も
つ
か
な
い
も
の
と
思
う
が
、
い
か
が
で
す
か
〉」
と
あ
る
。
以
上
の
内
容
を
鑑
み
れ
ば
、

第
四
問
は
、「
坐
禅
」
に
関
わ
る
と
こ
ろ
の
設
問
で
あ
り
、
第
五
問
は
、「
諸
教
の
宗
旨
」
に
つ
い
て
の
批
判
の
問
い
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
五

問
答
「
問
日
、
法
華
・
真
言
・
華
厳
教
等
は
、
其
の
教
主
勝
れ
た
り
、
樹
下
の
応
身
に
あ
ら
ず
、
説
く
所
の
法
も
亦
す
ぐ
れ
た
り
。
今
云
所
は
、
釈

尊
・
迦
葉
に
対
せ
り
。」
と
あ
る
よ
う
に
当
時
は
、
法
華
・
真
言
・
華
厳
教
等
の
法
身
の
教
主
よ
り
も
、
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
出
現
し
た
応
身

の
釈
尊
の
教
え
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
風
潮
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
以
上
の
事
か
ら
道
元
禅
師
は
、
劣
っ
て
い
る
よ
う
な
判
断
を
さ
れ
て
い
る

第
四
問
の
坐
禅
修
行
と
第
五
問
答
の
教
主
で
は
な
く
、
釈
尊
の
教
え
を
重
要
視
し
て
、
そ
れ
ら
を
本
尊
と
す
る
立
場
と
考
え
る
。

　

第
四
問
と
第
五
問
を
分
け
て
考
え
て
し
ま
う
と
、
先
に
述
べ
た
私
見
の
第
五
問
答
の
釈
尊
の
教
え
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
角
田
氏
の
問
う
と

こ
ろ
の
「
坐
禅
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
も
の
」
と
い
う
疑
問
を
い
だ
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
五
問
答
に
み
ら
れ
る
釈
尊
の
教
え
を
重
要
と

す
る
道
元
禅
師
の
悟
り
の
存
在
は
、
坐
禅
人
と
し
て
の
仏
行
を
続
け
る
自
身
と
釈
尊
の
教
え
の
両
方
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
第
四

問
と
第
五
問
に
問
わ
れ
て
い
る
存
在
感
を
本
尊
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
第
五
問
は
、
坐
禅
に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
坐

禅
人
で
あ
る
三
昧
行
を
続
け
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
は
必
ず
釈
尊
か
ら
脈
々
と
伝
わ
る
正
師
の
伝
え
る
教
え
が
な
け
れ
ば
、
道
元
禅
師
の
本
尊
の
存

在
は
続
い
て
い
か
な
い
と
考
え
る
。
で
あ
る
か
ら
、
第
四
・
五
問
答
は
、
道
元
禅
師
の
本
尊
論
を
う
か
が
わ
せ
る
一
連
の
問
答
と
考
え
る
。
し
か
し
、
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こ
の
よ
う
な
道
元
禅
師
の
考
え
る
教
主
本
尊
論
は
、
理
解
し
が
た
く
、
当
時
の
風
潮
を
鑑
み
れ
ば
、
第
五
問
答
は
削
除
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
相
応

で
あ
る
。

【
抜
粋
文
八
・
九
】

八�　

如
来
、
昔
霊
山
会
上
に
し
て
、
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
無
上
の
大
法
を
以
て
、
只
迦
葉
に
の
み
付
法
せ
し
儀
式
は
、
現
在
し
て
上
界
に
有
る
梵
王
・
釈
王
等
、
ま
の

あ
た
り
見
し
者
の
存
せ
り
、
疑
べ
き
に
た
ら
ず
。
又
仏
法
は
、
必
ず
三
学
に
不
限
、
六
度
に
不
限
な
り
。
如
来
、
小
児
の
泣
を
止
る
に
、
無
量
の
手
を
授
け
、
方
便

を
廻
ら
す
。
然
れ
ど
も
、
小
児
の
泣
を
止
つ
る
後
は
、
一
法
も
有
る
事
な
し
。
只
此
の
、
相
伝
の
仏
法
の
全
道
な
る
事
を
可
知
。
漢
土
に
未
だ
此
門
の
外
に
、
付
法

の
正
し
き
事
無
き
な
り
。
教
家
に
師
子
尊
者
に
至
る
迄
で
付
法
す
と
し
る
せ
し
と
も
、
其
よ
り
以
来
、
未
だ
師
資
相
向
て
稟
持
せ
る
事
不
聞
。
い
か
で
か
此
門
に
祖

祖
正
伝
し
て
廿
八
世
に
及
び
、
自
ら
洪
波
を
不
乱
、
東
土
に
来
り
、
法
を
残
し
置
け
る
に
似
た
る
事
有
ら
ん
。

	

（
五
四
五
頁
、
六
─
一
三
行
・『
序
説
』
三
三
一
頁
、
一
二
─
一
七
行
→
四
六
九
頁
、
九
─
一
三
行
）

九　

示
日
、
諸
仏
相
ひ
続
て
ま
さ
し
く
修
行
し
証
入
せ
る
道
ち
、
は
か
り
知
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
何
に
よ
り
て
か
然
る
ぞ
と
知
ら
ん
と
思
は
ば
、
千
仏
共
に
正
伝
せ
る

故
に
、
と
知
る
べ
き
な
り
、
又
こ
の
外
に
、
所
以
を
尋
ぬ
不
可
。
但
だ
祖
師
誉
て
日
、
坐
禅
は
安
楽
の
法
門
な
り
。
四
儀
の
中
に
安
楽
な
る
故
な
る
べ
し
、
金
剛
座

に
坐
す
る
坐
に
あ
ら
ず
ば
不
聞
。
又
実
を
論
ぜ
ば
、
南
岳
と
大
寂
と
相
ひ
見
て
得
法
咨
参
せ
し
因
縁
を
可
明
。
一
撥
両
頭
動
の
旨
有
り
。
坐
の
外
に
開
悟
せ
し
も
、

皆
曾
て
坐
の
力
有
る
な
り
。
田
を
耕
さ
で
稲
を
得
る
人
未
聴
、
此
法
の
深
意
を
知
ら
ん
と
思
は
ば
、
修
し
て
可
知
。
洪
波
に
不
入
、
弄
潮
の
方
に
く
ら
し
。

	

（
五
四
五
頁
、
一
六
行
─
五
四
六
頁
、
六
行
・『
序
説
』
三
三
二
頁
、
一
─
五
行
→
四
六
九
頁
、
一
六
行
─
四
七
〇
頁
、
三
行
）

〔
袴
谷
氏
の
見
解
〕【
抜
粋
文
九
】
の
長
い
傍
線
部
分
も
私
か
ら
み
れ
ば
加
筆
増
広
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
最
末
尾
「
洪
波
に
不
入
、
弄
潮
の
方
に
く

ら
し
」
は
、『
瑩
山
法
語
』
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
こ
を
見
て
注
意
さ
れ
た
い
。

〔
私
見
〕「
洪
波
に
不
入
、
弄
潮
の
方
に
く
ら
し
〈
海
に
入
っ
て
大
波
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
、
波
の
乗
り
方
は
わ
か
ら
な
い
〉」
の
「
弄
潮
」
の
語
は
、

『
如
浄
禅
師
語
録
』
に
「
浙
翁
の
遺
書
至
り
上
堂
。
八
月
十
八
錢
塘
の
潮
。
淛
翁
の
声
価
、
天
を
潑
っ
て
高
し
。
尽
教
あ
れ
、
四
海
弄
潮
の
手
、
徹

底
し
て
淵
を
窮
め
て
、輥
一
遭
す
」（『
大
正
大
蔵
経
』四
八
、一
二
二
上
）と
あ
る
。『
建
撕
記
』の
記
載
か
ら
入
宋
時
、前
述
に
あ
る
浙
翁
如
琰（
一
一
五
一

〜
一
二
二
五
）
に
、
径
山
万
寿
寺
に
参
門
し
た
折
り
に
会
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
道
元
禅
師
は
、
銭
塘
江
の
海
嘯
に
乗
る
弄
潮
人
の
よ
う
に
、

坐
禅
の
深
さ
を
窮
め
た
指
導
者
に
会
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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『
瑩
山
法
語
』
は
、
瑩
山
禅
師
が
只
管
打
坐
の
妙
義
に
つ
い
て
説
か
れ
、
弟
子
の
妙
浄
禅
師
に
授
け
た
法
語
で
あ
る
。「
草
案
本
」
と
共
に
岩
手
県

正
法
寺
収
蔵
『
正
法
眼
蔵
雑
文
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
六
祖
慧
能
や
道
元
禅
師
の
言
葉
を
多
く
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
詳
細
な
研
究
（
東
隆

真
『
洞
谷
開
山
瑩
山
和
尚
之
法
語　

示
二
妙
淨
禅
師
一
』
攷
㈠
）
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
道
元
禅
師
の
言
葉
と
し
て
「
洪
波
に
不
入
、
弄
潮
の
方
に
く

ら
し
」
の
語
を
『
瑩
山
法
語
』
に
引
用
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
り
、
加
筆
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
と
考
え
る
。

【
抜
粋
文
十
】

大
宋
国
に
は
、
今
の
世
の
国
王
・
大
臣
・
士
俗
・
男
女
、
共
に
心
を
祖
道
に
と
ど
め
ざ
る
な
し
。
武
門
・
文
家
、
何
れ
も
参
禅
学
道
を
心
ざ
せ
り
。
志
す
者
、
必

ず
心
地
を
開
明
す
る
事
多
し
。
是
れ
世
務
の
仏
法
を
妨
げ
ざ
る
、
自
か
ら
知
れ
た
り
。
国
家
に
真
実
の
仏
法
弘
通
す
れ
ば
、
諸
仏
・
諸
天
無
間
衛
護
す
る
が
故
に
、

賢
士
・
智
臣
産
れ
て
、
王
化
を
助
け
て
太
平
な
ら
し
む
る
を
以
て
、
終
に
仏
法
・
世
法
一
如
に
円
通
す
。
庶
民
、
誰
か
良
縁
を
結
ば
ざ
ら
ん
。
又
、
釈
尊
の
在
世

に
は
、
逆
人
・
邪
見
、
道
を
え
き
。
祖
師
の
会
下
に
は
、
獦
者
・
樵
翁
、
悟
を
開
く
。
況
や
、
其
の
外
の
人
を
や
。
只
正
師
の
教
道
を
尋
ぬ
べ
し
。

	

（
五
五
一
頁
、
六
─
一
三
行
・『
序
説
』
三
三
五
頁
、
四
─
八
行
→
四
七
六
頁
、
六
─
一
三
行
）

〔
袴
谷
氏
の
見
解
〕
傍
線
部
文
中
の
「
仏
法
・
世
法
一
如
に
円
通
す
」
と
い
う
よ
う
な
考
え
は
、
例
え
ば
「
国
王
・
大
臣
の
帰
依
、
し
き
り
な
れ
ば
、

わ
が
み
ち
の
、
見
成
と
お
も
へ
り
。
こ
れ
は
学
道
の
一
魔
な
り
。」
な
ど
と
絶
え
ず
強
く
主
張
し
て
い
た
道
元
と
は
馴
染
ま
ず
、
却
っ
て
大
燈
国
師

の
「
王
法
即
仏
法
」
的
な
考
え
を
想
起
さ
せ
る
の
で
、
こ
れ
も
瑩
山
門
下
に
よ
る
後
の
加
筆
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
私
見
〕
こ
の
文
は
第
十
四
問
答
に
あ
り
、「
仏
法
・
世
法
一
如
に
円
通
す
」
の
語
だ
け
を
抜
き
出
せ
ば
、
こ
の
意
は
、〈
仏
法
と
俗
世
間
の
法
の
真

理
は
た
だ
一
つ
で
あ
り
、
あ
ま
ね
く
行
き
渡
っ
て
い
る
。〉
と
な
る
。
注
視
す
べ
き
は
、
こ
の
語
の
前
に
「
終
に
」
の
語
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
傍
線
部
の
前
文
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
意
を
み
れ
ば
、
国
王
で
も
、
一
般
の
人
で
も
、
志
し
さ
え
あ
れ
ば
、
仏
道
の
修
行
が
で
き
る
環
境
で
あ
る
か

ら
、
正
師
の
指
導
を
受
け
て
学
び
、
正
し
い
仏
道
を
求
め
て
ほ
し
い
と
の
主
旨
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、「
終
に
仏
法
・
世
法
一
如
に
円
通
す
」〈
そ

う
す
れ
ば
、
仏
法
と
俗
世
間
の
法
の
真
理
は
た
だ
一
つ
に
、
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
〉
と
い
う
願
望
の
表
現
で
あ
る
。
そ
の
後
文
に
「
庶
民
、
誰
か
良

縁
を
結
ば
ざ
ら
ん
」〈
一
般
の
人
、
誰
が
仏
道
を
悟
り
、
極
楽
へ
往
生
す
る
の
に
よ
い
因
縁
を
結
ば
な
い
だ
ろ
う
か
〉
と
あ
り
、
道
元
禅
師
は
、
仏

教
へ
の
求
道
を
念
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

袴
谷
氏
の
指
摘
さ
れ
る
文
章
「
国
王
・
大
臣
の
帰
依
、
し
き
り
な
れ
ば
、
わ
が
み
ち
の
、
見
成
と
お
も
へ
り
。
こ
れ
は
学
道
の
一
魔
な
り
」〈
国
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王
大
臣
の
帰
依
や
立
ち
会
い
が
多
け
れ
ば
、自
分
の
仏
道
が
実
現
し
た
と
思
う
。
こ
れ
は
仏
道
を
学
ぶ
上
で
の
一
つ
の
魔
で
あ
る
〉
は
、「
渓
声
山
色
」

巻
（『
春
秋
社
本
』
一
、二
八
一
頁
）
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
文
章
と
「
終
に
仏
法
・
世
法
一
如
に
円
通
す
」
を
合
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
仏
道
の
参

学
す
る
上
で
の
魔
を
受
け
な
い
よ
う
に
、
正
師
か
ら
の
正
し
い
悟
り
の
指
導
を
う
け
れ
ば
、
仏
法
も
世
法
の
真
理
は
、
全
て
に
行
き
渡
る
と
願
い
を

こ
め
て
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
。
で
あ
る
か
ら
、
道
元
禅
師
の
言
葉
と
し
て
馴
染
ま
な
い
と
い
う
袴
谷
氏
の
主
張
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

四
　
結
論

　

袴
谷
氏
の
提
言
す
る
「
草
案
本
」
と
「
流
布
本
」
は
、
成
立
順
序
が
反
転
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
袴
谷
氏

は
、
通
説
で
「
草
案
本
」
で
削
除
さ
れ
た
と
す
る
部
分
が
、
瑩
山
禅
師
の
門
下
の
だ
れ
か
に
よ
る
加
筆
増
広
で
は
な
い
か
と
問
う
て
い
る
訳
で
あ
る

が
、
先
ず
は
、「
草
案
本
」
の
削
除
箇
所
と
袴
谷
氏
が
指
定
さ
れ
た
加
筆
増
広
と
言
わ
れ
る
部
分
十
箇
所
の
提
示
さ
れ
た
疑
問
を
考
察
し
た
。
検
証

の
方
法
は
、
袴
谷
氏
の
見
解
に
答
え
る
形
で
、
道
元
禅
師
の
著
作
に
見
ら
れ
る
言
葉
か
ら
検
証
し
考
察
し
た
。
提
示
さ
れ
た
見
解
の
根
拠
と
な
る
思

想
が
あ
る
か
ど
う
か
検
証
を
試
み
た
結
果
、道
元
禅
師
の
言
葉
か
ら
袴
谷
氏
の
指
摘
す
る
部
分
が
加
筆
増
広
で
あ
る
と
い
う
判
断
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
定
説
は
、
妥
当
な
も
の
で
あ
り
、
草
案
本
と
流
布
本
の
成
立
が
反
転
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
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